やうに、 一 つ 骨 を 折って 見て はくれ まい か。 —— これ 

がその 用談の 要点であった。 

「そり や 出来ない 事 もない が、 —— しかし 温泉へ 行く 

ぜいたく ほぞ を 

なぞ は 贅沢 だな。 僕 はま だ 臍の緒 切って 以来、 旅行ら 

しい 旅行 はした 事がない ご 

た ざき 

田 崎 は 「朝日」 へ 火 をつ ける と、 その 生活に 疲れた 

せんぼう みなぎ 

顔へ、 無邪気な 羨望の 色 を 漲らせた。 

「何処へ でも 旅行 すれば^; いぢ やない か。 君 なぞ は 独 

身なん だし ご 

「所が 貧乏 暇な しでね ご 

いさ さ ゆ ふき 

私 はこの 旧友の 前に、 聊か 私の 結 城の 着物 を恥ぢ 
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